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（2）上位の「おむつをかえて欲しい 42人」「おなかがすいた 34人」「眠たい 17人」「抱っ
こして 11人」「怖い 9人」「行かないで 8人」「それちょうだい 3人」「嫌だ 3人」
は，乳児の一方的な訴えとほとんどの学生が読み取っている。
（3）ところが，それ以下の少数の中には「悲しいよ・寂しいよ 3人」「どこへ行くの 2
人」「どうしてわかってくれないの 2人」「そうじゃないよ 1人」「気づいて 1人」





























いる。やはり「どうしたの・何？ 40人」「これなあに？ 33人」「驚いた 7人」といっ
た直接的な困り感を訴えていると読み取った学生がほとんどであった。
（2）ところが，3枚目の読み取りということもあって，「まだお腹すいてるよ 6人」「誰な
の？ 6人」「うんちでたよ・おしっこしたよ 5人」「呼んだ？ 2人」「何て言ったの？


































Ⅷ．参 考 文 献
・厚生労働省編 保育所保育指針（2008年版）（2018年版）
・文部科学省編 幼稚園教育要領（2008年版）（2018年版）
・文部科学省編 小学校学習指導要領（2011年版）（2020年版）
25
太田・中島：改訂の主旨を生かす「保育内容言葉」の授業26
